
　クラックボンド工法は、コンクリート構造物に発生したクラック中

にエポキシ系の注入剤（クラックボンド）を低速・低圧で注入する工

法です。クラックの深部まで注入剤を浸透させる事で、構造物の耐久

性を向上させます。

構造物の補修工法

特　長

用　途

低速・低圧で深部まで注入可能
ゴムの反発復元力が注入剤を低圧でクラックの深部まで、

ゆっくり送り続けます。

注入作業が簡単
CRBインジェクターを用いた注入では、特殊な器具を必要と

せず、簡単に注入出来ます。

硬化状態を簡単に確認出来る
注入器具内に残った樹脂を確認する事で、クラックに注入さ

れた樹脂の硬化状態を目で確認する事が出来ます。

●コンクリート建物／ビル、集合住宅、倉庫など（壁、柱、梁、スラブ）

●各種設備関係／サイロ、タンク、煙突その他

●コンクリート舗装／高速道路及び飛行場のエプロン

●橋梁・鉄道／橋脚、橋台、高欄、床版、桁、トンネルほか

●上下水道その他用水/各種水槽、水路

●港湾・河川／護岸、桟橋、ダム、砂防ダム、堰堤等

荷　姿

一般物性

クラックボンド カタログ管理番号 EB‐47‐HO‐17 23/02 1,250（TS）

※クラックボンド冬用の粘度、可使時間は10℃での規格値
※数値はアオイ化学工業（株）社内規格

※3：土木研究センター「コンクリートの耐久性向上技術の開発」
NEXCO3社規格「構造物施工管理要領」

※4：混合量＝150g

※5：400㎖/セットを使用する場合は、別途専用のハンドガンが必要です。

▲CRBインジェクターを用いた注入補修状況

低速・低圧で
クラックの深部まで
注入が可能！

シ ー　ル 材注 入 剤

ボンドトップ
クイック

クラックボンド
タイプ3

クラックボンド
タイプ2 単　位試　験　項　目 ボンドトップ

WG

2：1
（重量比）

1：1
（体積比）

グレー色グレー色

4：3
（重量比）

黄褐色

4：3
（重量比）

黄褐色
̶̶3種2種

クリーム状クリーム状

3～1012以上
̶̶̶3～5

̶

̶̶
3.0以下3.0以下

̶̶100以上50以上

35以上40以上̶̶

20以上15以上̶̶

70以上70以上̶̶

6以上6以上6以上6以上

̶3以上3以上3以上

̶̶60以上60以上

̶

％

％

N/㎟

N/㎟

N/㎟
N/㎟

N/㎟

％

夏用 冬用 夏用 冬用 夏用 冬用

̶ 1.0以下

30以上 30以上

通年

Pa・s

混合比（主剤：硬化剤）

硬化物色

適合規格※3

粘度

可使時間※4

チキソトロピック係数

収縮率
比重算出

寸法算出

伸び率

曲げ強度

引張強度

圧縮強度

付着力耐久性保持率

付着強さ
乾燥面

湿潤面

min

クラックボンド
タイプ1-低粘度

2：1
（重量比）

淡黄色～赤褐色

1種

̶

3.0以下

0.1以下0.1以下0.1以下

̶

50以上

̶

70以上
6以上

3以上

60以上

1.0以下

30以上

品 名 荷 姿 消防法危険物情報

クラックボンド

ボンドトップ

タイプ1-低粘度

タイプ2

WG

クイック

2.0ｋｇ/セット

 3ｋｇ/セット

 1ｋｇ/セット
混合用ヘラ付

CRBハクリシール 10本/箱

5セット/箱

333㎖/本

400㎖/セット※5

100個入/箱

主 剤：第四類第3石油類
硬化剤：第四類第3石油類

非該当

非該当

非該当
̶CRBインジェクター

主　剤：1.33ｋｇ/缶
硬化剤：0.67ｋｇ/缶

主 剤：第四類第3石油類
硬化剤：第四類第3石油類

主 剤：1.14ｋｇ/缶
硬化剤：0.86ｋｇ/缶

タイプ3
主 剤：第四類第3石油類
硬化剤：第四類第3石油類

主 剤：1.14ｋｇ/缶
硬化剤：0.86ｋｇ/缶

主 剤：2.0ｋｇ/缶
硬化剤：1.0ｋｇ/缶

主 剤：0.50ｋｇ/チューブ
硬化剤：0.50ｋｇ/チューブ

＜ご注意＞都合により予告なく本資料の内容を変更する事があります。 ※製品のお問い合わせは各支店・営業所までご連絡下さい。

本社／〒731ー0141 広島市安佐南区相田1丁目1番26号 TEL（082）877ー1341（代）
FAX（082）879ー7260

東 北 支 店

関 東 支 店

北 陸 支 店

中 部 支 店

近 畿 支 店

中 四 国 支 店

九 州 支 店

／TEL（022）384ー3171（代）
　FAX（022）382ー1260
／TEL（03）3993ー9311（代）
　FAX（03）3993ー9315
／TEL（025）280ー0131（代）
　FAX（025）281ー8338
／TEL（052）332ー5611（代）
　FAX（052）332ー5615
／TEL（06）6631ー2060（代）
　FAX（06）6631ー2170
／TEL（082）877ー7171（代）
　FAX（082）877ー5280
／TEL（092）623ー5556（代）
　FAX（092）623ー5559

広 島 工 場

埼 玉 工 場

北 京 支 社
アオイテクノサービス（株）
アオイコーポレーション（株）
アオイドリーム（株）
台 湾
シンガ ポール

／TEL（0826）46ー3511（代）
　FAX（0826）46ー2843
／TEL（048）584ー2511（代）
　FAX（048）584ー2510
／TEL +86（10）ー65584184
／TEL（082）877ー0017（代）
／TEL（082）877ー7336（代）
／TEL（082）831ー1345（代）
／奥億化學建材股　有限公司
／AOI KAGAKU（SINGAPORE）
PTE.LTD.

　TEL（65）6659ー1137（代）

http://www.aoi-chemical.co.jp

コンクリート面との付着性に優れたエポキシ樹脂系のプライマーおよび
接着剤を使用し、ポリプロピレン製の3軸構造メッシュシートをコンクリート
躯体面に固着させることで、コンクリート躯体の部分的な損傷によるコンク
リート片落下を防止する工法です。
コンクリート片の落下を抑制する耐荷力と、突出変位に対する変形追従性

の良好なバランスにより、コンクリート構造物の安全性を保ちます。

はく落防止工法

特　長

優れた接着性
　エポキシ樹脂系プライマーが下地コンクリート表面に良く浸

透（0.2mm以下のひび割れに対しても40mm以上）し、上層に

施工される接着剤・繊維シートを十分に固定しますので、従来既

存工法と比較して3倍の強度を発現します。

柔軟な変形性と適度な耐力
　3軸ポリプロピレンメッシュシートが適度な柔軟性と耐力を

示し、コンクリート片の落下を防止します。

施工時に安全な無溶剤材料
　液状材料のプライマー・接着剤は施工時の安全性を考慮し、

全て無溶剤材料を適用しています。トンネル用は、仕上げ材も無

溶剤材料です。

火災燃焼時の安全性（トンネル用）
トンネル内の火災発生時は、はく落対策工の塗膜も燃焼する

為、燃焼時発生ガスの安全性を確認しています。

製品荷姿

エポキシ樹脂の一般物性

ネットキーパー工法 カタログ管理番号EB‐52‐HO‐02 23/02 1,250（TS）

第3者被害の
防止と構造物の
長寿命化

TN

●NEXCO3社規格適合
構造物用：「構造物施工管理要領」（平成27年7月版）　はく落防止工
　トンネル用：「トンネル施工管理要領」（平成27年7月版）　小片はく落対策工（無筋区間）

施工上の注意
（5）有機溶剤を含む材料を使用する場合は、吸引による中毒やス

パークによる引火を防止するため、換気および周辺火気に十
分に注意を図って下さい。

（6）シムテックスメッシュを貼り付ける場合は、緑色の糸を上面に
して貼り付けて下さい。

（7）製品を保管する場合は、直射日光を避け、冷暗所に保管して下
さい。

（8）施工にて発生する各種廃材の破棄に関しては産業廃棄物処理
を行うよう所定の手続きを行って下さい。

（9）製品を使用する前には各製品に添付してある取扱い説明書ま
たは取扱い説明動画（QRコード）を確認して下さい。

（10）製品の安全性に関しては、各製品の安全データシート（SDS）を
確認してください。

（1）エポボンドNK、エポプライマーNKはエポキシ製品の為、皮膚に
触れたり、蒸気を吸入すると皮膚、粘膜障害を起こすおそれが
あります。作業場所は換気を良くし、保護手袋、前
掛け等を実施して下さい。

（2）直接手に触れた場合は、石鹸や磨き粉を付けて水
で良く洗い流して下さい。

（3）混合量が多い場合は、発熱し高温になる場合があ
りますので注意して下さい。使用可能時間内に使
いきれる量を規定の割合で混合して下さい。

（4）使用後の器具類は硬化する前に溶剤で洗浄して
下さい。

試験項目 単　位

混合比（主剤：硬化剤）

※数値は、アオイ化学工業（株）社内規格

粘度（混合物）

密度（硬化物）

可使時間

硬化時間

圧縮強度

曲げ強度

硬度

3:1(w/w)

0.5以下

エポプライマーNK

1.15±0.05

30以上

24以下

60以上

40以上

D80以上

̶

Pa・s

g/㎤

min

h

N/mm2

N/mm2

̶

2:1(w/w)

120±30

エポボンドNK

1.10±0.05

40以上

30以下

40以上

40以上

D75以上

製 品 名

エポプライマーNK

エポボンドNK

AOIトップコート

シムテックスメッシュ
SCM1810A

AOIトップコートTN

消防法 危険物情報

指定可燃物
（合成樹脂類 3,000kg以上の場合）

非該当

荷　姿

16ｋｇセット

24ｋｇセット

16ｋｇセット

主　剤：12ｋｇ/缶
硬化剤：4ｋｇ/缶

主　剤：16ｋｇ/缶
硬化剤：8ｋｇ/缶

主　剤：12ｋｇ/缶
硬化剤：4ｋｇ/缶

主 剤：第四類第3石油類
硬化剤：第四類第3石油類

主 剤：第四類第3石油類
硬化剤：第四類第3石油類

主 剤：第四類第2石油類
硬化剤：第四類第2石油類

1m×100m

15ｋｇ/缶

シムテックスメッシュ
1m×100m

エポプライマーNK
16ｋｇ/セット

エポボンドNK
24ｋｇ/セット

トンネル用

一般構造物用

＜ご注意＞都合により予告なく本資料の内容を変更する事があります。 ※製品のお問い合わせは各支店・営業所までご連絡下さい。

本社／〒731ー0141 広島市安佐南区相田1丁目1番26号 TEL（082）877ー1341（代）
FAX（082）879ー7260

東 北 支 店

関 東 支 店

北 陸 支 店

中 部 支 店

近 畿 支 店

中 四 国 支 店

九 州 支 店

／TEL（022）384ー3171（代）
　FAX（022）382ー1260
／TEL（03）3993ー9311（代）
　FAX（03）3993ー9315
／TEL（025）280ー0131（代）
　FAX（025）281ー8338
／TEL（052）332ー5611（代）
　FAX（052）332ー5615
／TEL（06）6631ー2060（代）
　FAX（06）6631ー2170
／TEL（082）877ー7171（代）
　FAX（082）877ー5280
／TEL（092）623ー5556（代）
　FAX（092）623ー5559

広 島 工 場

埼 玉 工 場

北 京 支 社
アオイテクノサービス（株）
アオイコーポレーション（株）
アオイドリーム（株）
台 湾
シンガ ポール

／TEL（0826）46ー3511（代）
　FAX（0826）46ー2843
／TEL（048）584ー2511（代）
　FAX（048）584ー2510
／TEL +86（10）ー65584184
／TEL（082）877ー0017（代）
／TEL（082）877ー7336（代）
／TEL（082）831ー1345（代）
／奥億化學建材股　有限公司
／AOI KAGAKU（SINGAPORE）
PTE.LTD.

　TEL（65）6659ー1137（代）

http://www.aoi-chemical.co.jp

- ネットキーパー A3 表 [ 更新済み ].ai



施工例 ネットキーパー工法の性能試験データ

▲押し抜き試験実施状況
▲押し抜き荷重̶変位曲線（最小低減率を乗じる前）

▲付着強さ試験状況 ▲ひび割れ抵抗性試験状況

▲プライマーひび割れ含浸状況
　（0.2mm以下のひび割れに40mm以上浸透）

▲延焼性・自己消火性

※施工の手順については、別途資料の施工要領書をご参照下さい。

●施工断面図

0

1

2

3

4

5

0 10 20 30 40 50 60

押
抜
き
荷
重（
kN
）

変位(mm)

NEXCO基準

50℃環境
－30℃環境

NEXCO試験方法424

試験環境温度
-30℃（冬季）
23℃（標準）
50℃（夏季）

23℃環境

※2：NEXCO3社「構造物施工管理要領」 はく落防止工法規定値

はく落防止性能
（押し抜き試験）

耐久性能

プライマーひび割れ含浸性能

付着強さ

ひび割れ抵抗性

塩化物イオン透過性

試験項目 試験温度 NEXCO3社規定値※2

区　　分

プライマー

接着剤

仕上げ材

繊維シート

0.15 ｋｇ/㎡

一般構造物用

下塗り：0.70 ｋｇ/㎡
上塗り：0.50 ｋｇ/㎡

1.0 ㎡/㎡

トンネル用
使用製品名

標準使用量

エポプライマーＮＫ

エポボンドＮＫ

シムテックスメッシュSCM1810A※1
AOI トップコートＴＮ

0.20 ｋｇ/㎡

0.10 ｋｇ/㎡

下塗り：0.50 ｋｇ/㎡
上塗り：0.40 ｋｇ/㎡

1.0 ㎡/㎡

0.20 ｋｇ/㎡

AOI トップコート

※１：宇部エクシモ社（株）製品

試験結果

－30℃ 2.39 kN

23℃ 2.32 kN

50℃ 2.19 kN

23℃ 3.19 N/㎟

－30℃,23℃,50℃ 最小低減率86.4％ 最小低減率を押し抜き試験で
得られた荷重値に乗じる

≦ 0.005ｇ/㎡・日

－30℃,23℃,50℃ 最小低減率101.3％

40℃
標 準0.0022ｇ/㎡・日
負荷後0.0014ｇ/㎡・日

1.5 kN 以上

2.0 N/㎟ 以上

ネットキーパー工法ＴＮの性能試験データ

※3：NEXCO3社「トンネル施工管理要領」 小片はく落対策工（無筋区間）規定値

試験結果 NEXCO 規定値※3

変位0.71mm

変位0.89mm 変位50mm以下

変位1.41mm

平均3.47 kN

目地部以外施工する場合（荷重P=0.7kN）

目地を跨いで施工する場合（荷重P=0.8kN）

目地を跨がないで施工する場合（荷重P=1.1kN）

最大荷重

湿潤接着強さ

温冷繰返し接着強さ

消炎時間

延焼範囲上端方向

－

1.5 N/㎟以上
平均3.4 N/㎟

建築基準法防火材料性能要求基準の「避難上有
害な煙又はガスを発生しないこと」を満たす。

平均3.3 N/㎟

0 秒 30 秒以下

358 mm 600mm 以下

合　格

試験温度

23℃

23℃

火炎温度
1200℃

－

試験項目

押し抜き
性能

付着強さ

延焼性・自己消火性

発生ガスの安全性（ガス有害性試験）

仕上げ材（1層仕上げ）

繊維シート

接着剤（下塗り）（不陸修正含む）

プライマー

下地処理

接着剤（上塗り）

- ネットキーパー A3 中 [ 更新済み ].ai

施工例 ネットキーパー工法の性能試験データ

▲押し抜き試験実施状況
▲押し抜き荷重̶変位曲線（最小低減率を乗じる前）

▲付着強さ試験状況 ▲ひび割れ抵抗性試験状況

▲プライマーひび割れ含浸状況
（0.2mm以下のひび割れに40mm以上浸透）

▲延焼性・自己消火性

※施工の手順については、別途資料の施工要領書をご参照下さい。

●施工断面図
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押
抜
き
荷
重（
kN
）

変位(mm)

NEXCO基準

50℃環境
－30℃環境

NEXCO試験方法424

試験環境温度
-30℃（冬季）
23℃（標準）
50℃（夏季）

23℃環境

※2：NEXCO3社「構造物施工管理要領」 はく落防止工法規定値

はく落防止性能
（押し抜き試験）

耐久性能

プライマーひび割れ含浸性能

付着強さ

ひび割れ抵抗性

塩化物イオン透過性

試験項目 試験温度 NEXCO3社規定値※2

区　 分

プライマー

接着剤

仕上げ材

繊維シート

0.15ｋｇ/㎡

一般構造物用

下塗り：0.70ｋｇ/㎡
上塗り：0.50ｋｇ/㎡

1.0 ㎡/㎡

トンネル用
使用製品名

標準使用量

エポプライマーＮＫ

エポボンドＮＫ

シムテックスメッシュSCM1810A※1
AOIトップコートＴＮ

0.20ｋｇ/㎡

0.10ｋｇ/㎡

下塗り：0.50ｋｇ/㎡
上塗り：0.40ｋｇ/㎡

1.0 ㎡/㎡

0.20ｋｇ/㎡

AOIトップコート

※１：宇部エクシモ社（株）製品

試験結果

－30℃ 2.39 kN

23℃ 2.32 kN

50℃ 2.19 kN

23℃ 3.19 N/㎟

－30℃,23℃,50℃ 最小低減率86.4％ 最小低減率を押し抜き試験で
得られた荷重値に乗じる

≦ 0.005ｇ/㎡・日

－30℃,23℃,50℃ 最小低減率101.3％

40℃
標 準0.0022ｇ/㎡・日
負荷後0.0014ｇ/㎡・日

1.5 kN 以上

2.0 N/㎟ 以上

ネットキーパー工法ＴＮの性能試験データ

※3：NEXCO3社「トンネル施工管理要領」 小片はく落対策工（無筋区間）規定値

試験結果 NEXCO 規定値※3

変位0.71mm

変位0.89mm 変位50mm以下

変位1.41mm

平均3.47 kN

目地部以外施工する場合（荷重P=0.7kN）

目地を跨いで施工する場合（荷重P=0.8kN）

目地を跨がないで施工する場合（荷重P=1.1kN）

最大荷重

湿潤接着強さ

温冷繰返し接着強さ

消炎時間

延焼範囲上端方向

－

1.5 N/㎟以上
平均3.4 N/㎟

建築基準法防火材料性能要求基準の「避難上有
害な煙又はガスを発生しないこと」を満たす。

平均3.3 N/㎟

0 秒 30 秒以下

358 mm 600mm 以下

合　格

試験温度

23℃

23℃

火炎温度
1200℃

－

試験項目

押し抜き
性能

付着強さ

延焼性・自己消火性

発生ガスの安全性（ガス有害性試験）

仕上げ材（1層仕上げ）

繊維シート

接着剤（下塗り）（不陸修正含む）

プライマー

下地処理

接着剤（上塗り）



施工例 ネットキーパー工法の性能試験データ

▲押し抜き試験実施状況
▲押し抜き荷重̶変位曲線（最小低減率を乗じる前）

▲付着強さ試験状況 ▲ひび割れ抵抗性試験状況

▲プライマーひび割れ含浸状況
（0.2mm以下のひび割れに40mm以上浸透）

▲延焼性・自己消火性

※施工の手順については、別途資料の施工要領書をご参照下さい。

●施工断面図
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5

0 10 20 30 40 50 60

押
抜
き
荷
重（
kN
）

変位(mm)

NEXCO基準

50℃環境
－30℃環境

NEXCO試験方法424

試験環境温度
-30℃（冬季）
23℃（標準）
50℃（夏季）

23℃環境

※2：NEXCO3社「構造物施工管理要領」 はく落防止工法規定値

はく落防止性能
（押し抜き試験）

耐久性能

プライマーひび割れ含浸性能

付着強さ

ひび割れ抵抗性

塩化物イオン透過性

試験項目 試験温度 NEXCO3社規定値※2

区　 分

プライマー

接着剤

仕上げ材

繊維シート

0.15ｋｇ/㎡

一般構造物用

下塗り：0.70ｋｇ/㎡
上塗り：0.50ｋｇ/㎡

1.0 ㎡/㎡

トンネル用
使用製品名

標準使用量

エポプライマーＮＫ

エポボンドＮＫ

シムテックスメッシュSCM1810A※1
AOIトップコートＴＮ

0.20ｋｇ/㎡

0.10ｋｇ/㎡

下塗り：0.50ｋｇ/㎡
上塗り：0.40ｋｇ/㎡

1.0 ㎡/㎡

0.20ｋｇ/㎡

AOIトップコート

※１：宇部エクシモ社（株）製品

試験結果

－30℃ 2.39 kN

23℃ 2.32 kN

50℃ 2.19 kN

23℃ 3.19 N/㎟

－30℃,23℃,50℃ 最小低減率86.4％ 最小低減率を押し抜き試験で
得られた荷重値に乗じる

≦ 0.005ｇ/㎡・日

－30℃,23℃,50℃ 最小低減率101.3％

40℃
標 準0.0022ｇ/㎡・日
負荷後0.0014ｇ/㎡・日

1.5 kN 以上

2.0 N/㎟ 以上

ネットキーパー工法ＴＮの性能試験データ

※3：NEXCO3社「トンネル施工管理要領」 小片はく落対策工（無筋区間）規定値

試験結果 NEXCO 規定値※3

変位0.71mm

変位0.89mm 変位50mm以下

変位1.41mm

平均3.47 kN

目地部以外施工する場合（荷重P=0.7kN）

目地を跨いで施工する場合（荷重P=0.8kN）

目地を跨がないで施工する場合（荷重P=1.1kN）

最大荷重

湿潤接着強さ

温冷繰返し接着強さ

消炎時間

延焼範囲上端方向

－

1.5 N/㎟以上
平均3.4 N/㎟

建築基準法防火材料性能要求基準の「避難上有
害な煙又はガスを発生しないこと」を満たす。

平均3.3 N/㎟

0 秒 30 秒以下

358 mm 600mm 以下

合　格

試験温度

23℃

23℃

火炎温度
1200℃

－

試験項目

押し抜き
性能

付着強さ

延焼性・自己消火性

発生ガスの安全性（ガス有害性試験）

仕上げ材（1層仕上げ）

繊維シート

接着剤（下塗り）（不陸修正含む）

プライマー

下地処理

接着剤（上塗り）

- ネットキーパー A3 中 [ 更新済み ].ai

施工例 ネットキーパー工法の性能試験データ

▲押し抜き試験実施状況
▲押し抜き荷重̶変位曲線（最小低減率を乗じる前）

▲付着強さ試験状況 ▲ひび割れ抵抗性試験状況

▲プライマーひび割れ含浸状況
（0.2mm以下のひび割れに40mm以上浸透）

▲延焼性・自己消火性

※施工の手順については、別途資料の施工要領書をご参照下さい。

●施工断面図
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抜
き
荷
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）

変位(mm)

NEXCO基準

50℃環境
－30℃環境

NEXCO試験方法424

試験環境温度
-30℃（冬季）
23℃（標準）
50℃（夏季）

23℃環境

※2： NEXCO3社「構造物施工管理要領」　はく落防止工法規定値

はく落防止性能
（押し抜き試験）

耐久性能

プライマーひび割れ含浸性能

付着強さ

ひび割れ抵抗性

塩化物イオン透過性

試験項目 試験温度 NEXCO3社規定値※2

区　 分

プライマー

接着剤

仕上げ材

繊維シート

0.15ｋｇ/㎡

一般構造物用

下塗り：0.70ｋｇ/㎡
上塗り：0.50ｋｇ/㎡

1.0 ㎡/㎡

トンネル用
使用製品名

標準使用量

エポプライマーＮＫ

エポボンドＮＫ

シムテックスメッシュSCM1810A※1
AOIトップコートＴＮ

0.20ｋｇ/㎡

0.10ｋｇ/㎡

下塗り：0.50ｋｇ/㎡
上塗り：0.40ｋｇ/㎡

1.0 ㎡/㎡

0.20ｋｇ/㎡

AOIトップコート

※１：宇部エクシモ社（株）製品

試験結果

－30℃ 2.39 kN

23℃ 2.32 kN

50℃ 2.19 kN

23℃ 3.19 N/㎟

－30℃,23℃,50℃ 最小低減率86.4％ 最小低減率を押し抜き試験で
得られた荷重値に乗じる

≦ 0.005 ｇ/㎡・日

－30℃,23℃,50℃ 最小低減率101.3％

40℃
標　準0.0022 ｇ/㎡・日
負荷後0.0014 ｇ/㎡・日

1.5 kN 以上

2.0 N/㎟ 以上

ネットキーパー工法ＴＮの性能試験データ

※3： NEXCO3社「トンネル施工管理要領」　小片はく落対策工（無筋区間） 規定値

試験結果 NEXCO 規定値※3

変位0.71mm

変位0.89mm 変位50mm以下

変位1.41mm

平均3.47 kN

目地部以外施工する場合（荷重P=0.7kN）

目地を跨いで施工する場合（荷重P=0.8kN）

目地を跨がないで施工する場合（荷重P=1.1kN）

最大荷重

湿潤接着強さ

温冷繰返し接着強さ

消炎時間

延焼範囲上端方向

－

1.5 N/㎟以上
平均3.4 N/㎟

建築基準法防火材料性能要求基準の「避難上有
害な煙又はガスを発生しないこと」を満たす。

平均3.3 N/㎟

0 秒 30 秒以下

358 mm 600mm 以下

合　格

試験温度

23℃

23℃

火炎温度
1200℃

－

試験項目

押し抜き
性能

付着強さ

延焼性・自己消火性

発生ガスの安全性（ガス有害性試験）

仕上げ材（1層仕上げ）

繊維シート

接着剤（下塗り）（不陸修正含む）

プライマー

下地処理

接着剤（上塗り）



コンクリート面との付着性に優れたエポキシ樹脂系のプライマーおよび
接着剤を使用し、ポリプロピレン製の3軸構造メッシュシートをコンクリート
躯体面に固着させることで、コンクリート躯体の部分的な損傷によるコンク
リート片落下を防止する工法です。
コンクリート片の落下を抑制する耐荷力と、突出変位に対する変形追従性

の良好なバランスにより、コンクリート構造物の安全性を保ちます。

はく落防止工法

特　長

優れた接着性
エポキシ樹脂系プライマーが下地コンクリート表面に良く浸

透（0.2mm以下のひび割れに対しても40mm以上）し、上層に

施工される接着剤・繊維シートを十分に固定しますので、従来既

存工法と比較して3倍の強度を発現します。

柔軟な変形性と適度な耐力
3軸ポリプロピレンメッシュシートが適度な柔軟性と耐力を

示し、コンクリート片の落下を防止します。

施工時に安全な無溶剤材料
液状材料のプライマー・接着剤は施工時の安全性を考慮し、

全て無溶剤材料を適用しています。トンネル用は、仕上げ材も無

溶剤材料です。

火災燃焼時の安全性（トンネル用）
トンネル内の火災発生時は、はく落対策工の塗膜も燃焼する

為、燃焼時発生ガスの安全性を確認しています。

製品荷姿

エポキシ樹脂の一般物性

ネットキーパー工法　カタログ管理番号EB‐52‐HO‐02　23/02　1,250（TS）

第3者被害の
防止と構造物の
長寿命化

TN

●NEXCO3社規格適合
構造物用：「構造物施工管理要領」（平成27年7月版） はく落防止工
トンネル用：「トンネル施工管理要領」（平成27年7月版） 小片はく落対策工（無筋区間）

施工上の注意
（5）有機溶剤を含む材料を使用する場合は、吸引による中毒やス

パークによる引火を防止するため、換気および周辺火気に十
分に注意を図って下さい。

（6）シムテックスメッシュを貼り付ける場合は、緑色の糸を上面に
して貼り付けて下さい。

（7）製品を保管する場合は、直射日光を避け、冷暗所に保管して下
さい。

（8）施工にて発生する各種廃材の破棄に関しては産業廃棄物処理
を行うよう所定の手続きを行って下さい。

（9）製品を使用する前には各製品に添付してある取扱い説明書ま
たは取扱い説明動画（QRコード）を確認して下さい。

（10）製品の安全性に関しては、各製品の安全データシート（SDS）を
確認してください。

（1）エポボンドNK、エポプライマーNKはエポキシ製品の為、皮膚に
触れたり、蒸気を吸入すると皮膚、粘膜障害を起こすおそれが
あります。作業場所は換気を良くし、保護手袋、前
掛け等を実施して下さい。

（2）直接手に触れた場合は、石鹸や磨き粉を付けて水
で良く洗い流して下さい。  

（3）混合量が多い場合は、発熱し高温になる場合があ
りますので注意して下さい。使用可能時間内に使
いきれる量を規定の割合で混合して下さい。

（4）使用後の器具類は硬化する前に溶剤で洗浄して
下さい。

試験項目 単　位

混合比（主剤：硬化剤）

※数値は、アオイ化学工業（株）社内規格

粘度（混合物）

密度（硬化物）

可使時間

硬化時間

圧縮強度

曲げ強度

硬度

3:1(w/w)

0.5以下

エポプライマーNK

1.15±0.05

30以上

24以下

60以上

40以上

D80以上

̶

Pa・s

g/㎤

min

h

N/mm2

N/mm2

̶

2:1(w/w)

120±30

エポボンドNK

1.10±0.05

40以上

30以下

40以上

40以上

D75以上

製 品 名

エポプライマーNK

エポボンドNK

AOIトップコート

シムテックスメッシュ
SCM1810A

AOIトップコートTN

消防法 危険物情報

指定可燃物
（合成樹脂類 3,000kg以上の場合）

非該当

荷　姿

16ｋｇセット

24ｋｇセット

16ｋｇセット

主　剤：12ｋｇ/缶
硬化剤：4ｋｇ/缶

主　剤：16ｋｇ/缶
硬化剤：8ｋｇ/缶

主　剤：12ｋｇ/缶
硬化剤：4ｋｇ/缶

主　剤：第四類第3石油類
硬化剤：第四類第3石油類

主　剤：第四類第3石油類
硬化剤：第四類第3石油類

主　剤：第四類第2石油類
硬化剤：第四類第2石油類

1m×100m

15ｋｇ/缶

シムテックスメッシュ
1m×100m

エポプライマーNK
16ｋｇ/セット

エポボンドNK
24ｋｇ/セット

トンネル用

一般構造物用

＜ご注意＞ 都合により予告なく本資料の内容を変更する事があります。　※製品のお問い合わせは各支店・営業所までご連絡下さい。

本社／〒731ー0141 広島市安佐南区相田1丁目1番26号 TEL（082）877ー1341（代）
FAX（082）879ー7260

東 北 支 店

関 東 支 店

北 陸 支 店

中 部 支 店

近 畿 支 店

中 四 国 支 店

九 州 支 店

／TEL（022）384ー3171（代）
　FAX（022）382ー1260
／TEL（03）3993ー9311（代）
　FAX（03）3993ー9315
／TEL（025）280ー0131（代）
　FAX（025）281ー8338
／TEL（052）332ー5611（代）
　FAX（052）332ー5615
／TEL（06）6631ー2060（代）
　FAX（06）6631ー2170
／TEL（082）877ー7171（代）
　FAX（082）877ー5280
／TEL（092）623ー5556（代）
　FAX（092）623ー5559

広 島 工 場

埼 玉 工 場

北 京 支 社
アオイテクノサービス（株）
アオイコーポレーション（株）
アオイドリーム（株）
台 湾
シンガ ポール

／TEL（0826）46ー3511（代）
　FAX（0826）46ー2843
／TEL（048）584ー2511（代）
　FAX（048）584ー2510
／TEL +86（10）ー65584184
／TEL（082）877ー0017（代）
／TEL（082）877ー7336（代）
／TEL（082）831ー1345（代）
／奥億化學建材股　有限公司
／AOI KAGAKU（SINGAPORE）
　 PTE.LTD.
　TEL（65）6659ー1137（代）

http://www.aoi-chemical.co.jp

使用箇所の例

品種と特長

エポボンドEB-100A、EB-100A速硬化タイプは2液混合型のエポキシ樹脂系接着剤（樹

脂系）です。「航空灯火・電気施設工事共通仕様書」の灯器類の接着剤規格に適合します。

エポキシ樹脂系 航空灯火用接着剤

アスファルト舗装

アスファルト舗装面

ボーリング径

ゴム系シール材灯器径

FH型灯器（調整リング付）

FH型用間座

FH型基台

（樹脂系）エポボンドEB‐100AもしくはEB‐100A速硬化
10
0
以
上

灯火固定には、
「航空灯火・
電気設備工事
共通仕様書」
適合品を！

硬化物色：乳白色
混合比 主剤：硬化剤＝4：1（重量比）

硬化物色：淡黄色透明
混合比 主剤：硬化剤＝2：1（重量比）

エポボンド EB‐100A

エポボンド EB‐100A 速硬化

耐衝撃性・耐熱性

速硬化タイプ（EB‐100A 速硬化）

灯器類の接着剤（樹脂系）の規格に適合

- 航空灯火用接着剤表 [ 更新済み ].ai


